
令和 5年度 青森市子ども会議 事前顔合わせ会 

 

１ 日  時  令和 5年 4月 22日（土）9時 30分～12時 30分 

２ 場  所  青森市役所 議会棟 4階 第 1・第 2委員会室 

３ 出 席 者  会場参加：子ども会議委員 13名、子どもサポーター4名、事務局 3名 

        オンライン参加：子ども会議委員 2名 

４ 活動内容  （1）青森市子ども会議について・自己紹介 

（2）子どもの権利に関する講義 

        （3）令和 5年度活動テーマについて 

        （4）浪岡子どもの祭典について 

 

５ 開催概要 

  青森市子ども会議は、青森市子どもの権利条例第 14条に基づき、まちづくりをはじめとした市政

などについて、子どもが意見を表明し参加する場として設置され、小学 5年生から原則 18歳までの

子どもたちで構成されています。 

  今年度は、子ども会議委員 23名（小学生 8名、中学生 10名、高校生 5名）と、子どもたちの活動

をサポートする子どもサポーター9名（学生 6名、社会人 3名）で活動をスタートしました。 

 

  青森市子ども会議について・自己紹介 

   はじめに、事務局から青森市子ども会議について説明がありました。青森市子ども会議は、子ども

の権利の 4つの柱の中で「意見を表明し参加する権利」を特に大事にして、主に、青森市のまちづく

りなどを調査したり、子どもの権利について学び、みんなにも知ってもらうための活動を行ったりし

ています。令和 4年度は、「青森市の〇〇をはっしん！」をテーマに様々な活動を行ったことや、こ

れまでに子ども会議フォーラムで提案した意見が青森市のまちづくりに実際に取り入れられた例な

ど紹介してもらいました。 

   次に、自己紹介を行いました。青森市の好きなところや今年度やりたいこと、好きなものもあわせ

て発表しました。 

  



子どもの権利に関する講義 

 次に、子どもの権利擁護委員の関谷道夫先生から、初め

て顔を合わせた子ども会議委員同士が仲良くなるきっかけ

として、アイスブレイクも含めた子どもの権利に関する講

義をしてもらいました。 

 アイスブレイクでは、最初に握手をしてお互いの自己紹

介、次に声を出さずに誕生日順に並ぶ「バースデーライン」

やペアになった人の素敵だと思ったところをすぐに見つけ

て 3つ言い合う「いいとこ探しゲーム」を行いました。 

他にも、毎年恒例の「最近あった良かったことや気づいたこ

と」、「今一番大切な人」などのさまざまな質問に答えて、全員で

拍手をする「Good & New（グッドアンドニュー）」を行いました。 

今年度から参加した新しい委員は最初とても緊張していまし

たが、アイスブレイクを通じてみんなと打ち解けることができま

した。いろんなメンバーと楽しく今年度一年間活動したいと思い

ます。 

  

令和 5年度活動テーマについて 

 続いて、今年度の活動についてみんなで話し合いました。まず、一人ずつ今年度やりたいことにつ

いて発表しました。高校生委員の進行のもと、出された意見をグループ分けし、5つのグループに分

けました。その中から今年度活動したいこととして 1人 2つずつ選んでもらったところ、1番票数の

多かったものを除き、全部同じ票数になりました。そこで、5つに分けたグループの中からさらに共

通点を探すと、「もともとある魅力の普及」と「改善・新しく生み出す」の 2つのグループに分ける

ことができました。 

  

 ＜出された主な意見＞ 

もともとある魅力の普及 改善・新しく生み出す 

・ラーメン、アップルパイ、ソウルフードなどの食 ・仮想のまちづくり 

・青森市出身の有名人 ・読書の呼びかけ(図書館やおすすめの本の紹介) 

・温泉 ・本のバリエーションを増やす 

・YouTubeや Instagramで発信 ・ゴミ拾い 

・SNSを通じて短い動画で PR ・雪でねぶたを作る 

・子どもの権利相談センターの周知 ・トーク、スポーツイベント 

・ねぶた祭の PR（動画や雪像） ・公園にアスレチックの設置 

・青森市内にある建造物の“なんで？” ・フリースクール等の紹介 

 ・子ども自身が自信を持てるイベント 

 

 



  浪岡子どもの祭典について 

   最後に浪岡子どもの祭典の出し物について話し合いました。浪岡子どもの祭典は、新型コロナウ

イルス感染症の影響で中止になっていましたが、3年ぶりに 7月に開催されることになりました。過

去に参加したときの出し物を参考に、やりたいことを考え、スノードーム、クイズラリー、わなげ、

射的やけんりはかせを探せ！（宝探しゲーム）が挙がりました。射的の的では、けんりはかせではな

く、「けんりしんがいくん」という新しいキャラクターを作ってそれを的にしようという意見が出て、

「けんりしんがいくん」を考えました。 

 

  

 

次回の会議では、今年度の活動についてもっと詳しく話し合い、活動テーマや第 1 回会議での市

長報告に向けた準備を行います。 


